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Ⅰ 研究のねらい 

 文部科学省などによる調査結果にも表れているように、「社会科が好き」という児童はあまり 

多くない。特に、学習内容が身近な地域から我が国の産業や国土へと広がる小学校５年生では、 

その傾向が顕著に見られる。 

その大きな理由として、社会科が分かるようになるための知識が、十分に獲得できていない

のではないかと考えた。つまり、社会科の役割とも言える、社会の事象や現状を把握するよう

になることや、社会的事象の意味や役割などを理解するようにするためには、生きてはたらく

知識を児童に獲得させることが必要であると考える。生きてはたらく知識とは、他の事象に当

てはめて理解できるような、社会生活を営む上で生かされるような知識である。 

 さらに、生きてはたらく知識を児童が自ら獲得するためには、児童自身が既存の知識を活用 

し、実感を伴って分かったと感じるような指導の工夫が必要となる。 

 本研究では、社会科が分かるようになるということを、知識を獲得させる指導の工夫という 

視点から見直すことが必要だと考え、研究主題を設定し、小学校５年生の我が国の産業に関す 

する学習を通して研究することとした。 

Ⅱ 研究の内容と方法 

１ 研究仮説 

  指導を工夫するために次のような点に注目し、以下のような研究仮説を設定した。 

・学習指導要領を基にして、他の事例にも当てはめて理解することのできるような、単元を通 

して獲得する知識を明確にしておくこと。 

・知識を児童自らが獲得していくためには、既存の知識を活用して思考するなどの活動や学習

した内容が分かったという実感を伴うような活動が必要となること。 

・児童が既存の知識を使って思考したり、知識を結び付けたり、かかわらせたりして学習を進

めていくためには、教師からの吟味された発問が大きく作用すること。 

学習指導要領を基にして、児童に獲得させたい知識を明確にし、思考活動を促すような発問などの

指導の工夫を行い、分かることを実感させていけば、生きてはたらく知識を獲得していき、社会的事象

と自らのかかわりが分かるようになっていくであろう。 

２ 基礎研究 

・文部科学省の「平成 13,15 年度教育課程実施状況調査」、「義務教育に関する意識調査」(平成

16 年度)、東京都教育委員会の「児童・生徒の学力向上を図るための調査」(平成 16 年度)な

ど公的調査における小学校社会科に関する分析 

・社会科授業における知識のとらえ、発問、学習展開に関する文献の調査 

３ 調査研究 

・都内公立小学校５校における第５学年児童計 377 名にアンケート調査を行った。 

・社会科学習における児童の意識(例：社会科が楽しいと感じるときはどんなときか)を知ることを調査内容とした。 
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４ 検証授業 

第５学年の３クラスで、単元名「工業生産を支える人々」(２時間／25 時間)、「くらしを支

える情報」(６時間／12 時間)の授業を行った。(なお、カッコ内の時間数は実際に授業を行った時間である。) 

Ⅲ 研究の結果と考察 

１ 基礎研究から 

(1) 社会科における「分かる」とは 

 社会科が分かるようになるためには、「社会的事象の意味や役割などを理解し、それを基に生

活の中で判断する、推測する、などができること」が必要である。ここでの「理解する」とは、

既存の知識と新たな知識が結び付いたり、比較して考えられたり、まとめることができたりす

るなど、知識が再構成される状態である。例えば、「溶接」という言葉の内容を理解するという

ことは、何かそれに対する知識(溶接した製品を見た、など)をもっていることが必要である。

そして、生活の中での実感を伴っていくことで、それは明確になる。 

 以上のことから、社会科における「分かる」ということを次のようにまとめた。 

既存の知識が再構成され、社会的事象の意味や役割などを、実感を伴って理解すること。 

(2) 社会科で獲得させたい「知識」とは 

 工業生産に関する具体的な事例として自動車工業を取り上げたとき、自動車のつくり方、こ

れからの自動車の在り方、などは単元を通して獲得すべき知識とはいえない。具体的な事例か

ら見える日本の工業生産全体にかかわる知識を獲得させなくてはいけない。そのためには、例

えば「高い技術が集まった産業用ロボットによって、質の高い製品を作っている」「働く人の知

恵と高い技術力が、世界トップレベルの工業生産を支えている」などといった金属工業にも、

食料品工業にも応用できるような知識をあらかじめ明確にしておくことが大切である。 

(3) 社会科授業における「発問」の重要性 

 知識を獲得するということには、「児童自らが主体的に活動して得る」という過程が含まれる。

そして児童が主体的に活動するためには、教師からの働きかけが必要である。その中心となる

のが「発問」である。発問によって、子どもは教材と向き合う、思考する、追究していく意欲

が導き出されるようになる。また、発問によって、教材を解釈できるようになる。どのような

発問をどのような順序で展開させていくか、どの児童も理解できる言葉になっているか、など

を教師はあらかじめ十分に吟味しておくことが児童の主体的な活動へつながると考えた。 

２ 調査研究の結果から 

指導の工夫を行っていく上で注目した調査研究の結果は次の点である。 

(1) 「社会科の学習をしていてよかったと思う時」→「テストでいい点を取った時」(60％) 

※「勉強していることが分かった時」は８項目中最低の割合(32%)であった。 

(2) 「社会科の学習が生活の中で役に立っているか」→「役に立っている」(13％) 

※「役に立っていない」は 33%であった。 

(3) 「社会科の学習の中で分かったと思える時」→「ある」(45％) 

※「思える時がない」は 15%、「分からない」は 40%であった。 

(4) 「社会科がつまらないと感じる時」→ 意味が分からない時  教科書だけで学習している時 

ノートにずっと書いている時 

 ②



「生きてはたらく知識を獲得し、社会的事象と自らのかかわりが 
分かる指導の工夫―第５学年・我が国の産業学習を通して―」 

３ 検証授業(例) 

(1) 学年・単元名  第５学年「工業生産を支える人々」(自動車工場の学習をした後で実施) 

(2) 目標(例)   既存の知識を基にして、工業生産に従事している人々の工夫や努力を知り、

そのことが私たちの生活の向上にかかわっていることが分かるようにする。 

〈単元を通して獲得させたい知識〉 

 工業生産は、従事している人々の工夫や努力によって生産性が高められていて、私たち

の生活をよりよくしている役割を果たしている。 

〈本時で獲得させたい知識〉 

 工業生産に従事している人々の知恵や技術力の高さが私たちの生活をよりよくしている。
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(4) 指導における工夫と児童の変容 

[指導において留意した点] 

○自動車工場の学習で獲得した知識を使って、考える場面を設ける。 

○日本の工業の特色(働く人の知恵や技術力の高さ、質の高い製品など)に触れるようにする。 

○働く人々の知恵と技術力の高さが工業生産を支えているということを知るようにする。 

○日常生活と工業生産とのかかわりを考える場面を設ける。 

[学習感想から見る児童の主な反応] 

●新しいものをつくっていく時は、人間がやらなくてはならないことを知って楽しかった。 

●日本がいろいろなものをつくっていること、人じゃないとつくれないものがいっぱいある 

 ということを知って、やっぱり働く人は大切で必要なんだということが分かった。 

●ロボットだけで自動車を作ると同じようなものしかできないと思うから、人の力がとって 

 も大切だということが分かった。 

●やっぱりものを作る時は、人が作るのが一番いいということが分かった。 

●人じゃないと作れないものがいっぱいあることなど新しいことを知ってうれしかった。 

[授業後のアンケートから見る児童の変容(２時間の授業を通して)] 

□「社会科が楽しい」…13 人→33 人(34 人中：どちらでもない－１人) 

   【社会科が楽しいと感じた主な理由】 

・資料があって分かりやすかったから ・授業の内容がよく分かったから  

・初めて知ったことがいっぱいあったから ・ものがでてきて分かりやすかったから 

・いろいろなことを知ったから ・実際にあることを見せてもらったから など 

 

 

 

 

□「分かったと思えるときが必ずあった」…15 人→24 人(34 人中：なかった－２人) 

□「社会科は生活の中で役立つ」…５人→15 人(34 人中：わからない－17 人) 

※「学習したことを家で話すことがあった」…24 人(34 人中) 

４ 検証授業を通して明らかにできたこと 

(1) 獲得させたい知識を明確にすると、児童のもつ既存の知識を意識した教材開発や発問の工 

  夫などが行え、指導展開が明確となる。 

(2) 既存の知識を活用して考えさせる、判断させるなどの活動を取り入れることで児童に「分

かった」という実感をもたせることができる。 

(3) 社会的事象の現在の事実を知らせるということは、児童に社会に関心をもたせ、分かるこ

との実感をもたせることへつながる。 

５ 検証授業において十分に明らかにできなかったこと 

(1) 獲得した知識が、生きてはたらくものとなったかを評価する方法が具体化できなかった。 

(2) 知識の獲得と社会的事象とのかかわりが分かることとのつながりを明らかにすることが不

十分であった。 

Ⅳ 今後の課題 

○ 生きてはたらく知識となりえたといえる指標を具体化していく。 

○ 自らの生活とのかかわりが分かることを評価できる方法の開発を行っていく。 
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